
第２回市民会議 グループ記録シート① 使いたい言葉と、その理由 

 

【20 分】 

グループ ① ②  進行       記録役        

 

【問い】「使いたい言葉」は何ですか。そして、なぜ、その言葉ですか。 

使いたい言葉 なぜその言葉なのか 

（例）ちょうど良い 大きすぎず小さすぎない。留萌らしさそのもの 

（例）帰ってくる 一度出た子どもたちが、戻れる場所であってほしい 

（例）誰かの力になれる 誰もが支える側にも、支えられる側にもなれるまちに 

（例）夢 子どもが「留萌で〜したい」と言える場所に 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



第２回市民会議 グループ記録シート② ひとことにしてみる 

【20 分】 

グループ ① ②  進行       記録役        

 

【１】私たちのグループが「必ず入れたい言葉」 

 ※シート①で出た言葉から、３つまでに絞ってください 

 ※３つに絞れない場合は、４つ、５つでも構いません 

 ※ここで選ばなかった言葉も、基本理念や基本政策の検討で活用します 
 言葉 なぜ、これは外せないか 

例① ちょうど良い 派手さを競うのではなく、暮らしやすさを誇りにしたい 

例② 帰ってくる 出ることを否定せず、戻れる場所であることを示したい 

例③ 誰かの力になれる 支え合いは留萌の強み。 

①   

②   

③   

 

【２】将来像の候補 

 ※【１】の言葉を使って、文章にしてみてください 

 ※ひとつに絞らなくて結構です。２案、３案でも構いません 

 ※文章にならなくても構いません 

候補となる言葉・文章 この案に込めた思い 

（例）ちょうど良いまち 留萌 

（※①を使用） 
「ちょうど良い」を前面に。飾らない留萌の誇り 

（例）帰ってきたくなる 

ちょうど良いまち 留萌 

（※①＋②を使用） 

「帰ってくる」を重ね、戻る先の魅力を示した 

（例）みんなが誰かの力になれる 

ちょうど良い留萌へ 

（※①＋②＋③を使用） 

３つ目の「支え合い」も入れ、全部を包んだ 

  

  

  

 


